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フトウェアである MicrosoftOffice Excel 2003及びMi













トの一部を図 lに示す.アンケートは Questionnairefor 

















会〈利用していない 年に数臨 月に数回 週に数間以上
.各機能の使い方は理解レ宇すい
まったく息わない 1 2 3 4 5 6 7  強くそう怨、う
・作業効率がよい(生産性が高い)
まったく思わない 1234567  強くそう思う
・表示される情報(ポップァ、γプやメニュー名など)が明確で分か0やすい
まったく思わない 1 2 3 4 5 6 7  強くそう盟、う
・インタブエースが好ましい














































に対する比率(以降，単に α波，s波とする)と ， ß~皮を
α波で、割った戸/α を求めた. α波と s;皮の周波数成分
は国際脳波学会による分類にあわせて，それぞ、れ 8Hz以



































































利用頻度 理解が容易 作業効率 情報が明確 インタフェース 使いやすさ 満足感
平均値 3.3 5 5.4 4.8 4.9 5.3 5 
Exce12003 
標準偏差 0.82 1.33 1.26 1.32 1.45 1.34 1.15 
平均値 1.8 3.5 3.5 4 3.1 3.4 3.3 
Exc巴12007
標準備差 1.14 2.17 1.72 1.63 2.13 1.9 1.95 
p < 0.05 yes no yes no yes y巴呂 y巴S
表 2. アンケート結果と脳波の相関
利用頻度 理解が容易 作業効率
pear日on'sr 0.436 0.438 0.510女
日波
pイ直 0.054 0.054 0.021 
pearson's r 0.493犬 -0.31 0.405 
3波
pイ直 0.027 0.183 0.077 
pearson'呂r -0.475* 0.374 -0.462合
。/日



























情報が明確 インタフェ ス 使いやすさ 満足感
0.297 0.55.8* 。目496公 0.455* 
0.204 0.011 0.026 0.044 
。目118 0.437 0.419 0.364 
0.62 0.054 0.066 0.115 
0.212 -0目510* 0.464士 -0.415 

















































































































































































01 void main(void){ 
02 int i， num， isPrime = 0; 
03 
04 printf("Input Number:"); 
05 scanf("%d"， &num); 
06 
07 i =2; 
08 while(i < num){ 
09 if(num%i == 0) 
1o isPrime = 1: 




15 printf("%d is prime number 
16 else 





13 void main(void) 
14 { 
1int input， sum; 
16 
17 scanf(" %dぺ&input);
18 sum = makeSum(input); 












00 OUT OF CODE 
01 int makeSum(int max) { 
02 int i， sum; 
日3 sum= 0; 
04 














































































2 ETRA Eye Tracking Research & Applications，隔年の開催で最新は 2010
年 http://http://e仕a.cs.uta.fi/
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